
タタカカナナ(野菜類、非結球アブラナ科葉菜類の登録農薬も使用できる) 
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ストロビーFL 11  7 2 ◎   

ノーモルト乳 15  14 2  ◎  

ガードベイトＡ粒 3A  *a 2   ◎ 

ネキリベイト粒 3A  *a 2   ◎ 

*a:生育初期（但し収穫14日前まで） 

  

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項 
白斑病 生育期 1.雨よけ栽培を行う。また、マル

チを施用し泥はねを防止する。 
2. 発生が認められたら次の薬剤を
散布する。 
 ストロビーフロアブル 3000倍 

 秋季～初冬に雨が
多いと多発しやす
い。 

 収穫後 ・収穫後の残渣は丁寧にとり除
き、畑にすきこまない。  

 

コナガ 
 

播種時 
生育期 

1.パスライトやパオパオ等による
被覆栽培により成虫の侵入を防
ぐ。施設栽培ではサイドネットや
入り口に防虫網を設置する。 
2.コナガコン-プラス◇のいずれか
の剤を、作物の上部に設置する。 
 ツインチューブ製剤 
 100～120本/10ａ 
 ロープ状製剤 20～40ｍ/10ａ 
3.発生を見たら次の薬剤のいずれ
かを散布する。 
 エスマルクＤＦ*1 1000～2000倍 
 サブリナフロアブル*1 
  1000～1500倍 
 ノーモルト乳剤 2000倍 
 プレバソンフロアブル5 *2 
  2000倍 

 
 
 
 
◇成虫の交尾阻害が
目的。使用にあたっ
ては、「昆虫フェロモ
ンを用いた防除資
材」の項参照。 
 
 
*1野菜類での登録 
 
 
 
*2非結球アブラナ科
葉菜類での登録 

−　　−206

タ

カ

ナ


